
オルゲルン 1 月                               2026.1.31. 

 

ドイツのケムニッツに住む友人イネスさんは、クリスマスに「オルゲ

ルン（オルガン）」というドイツ各地の教会のオルガンの写真のカレンダー

と、そのオルガンで演奏された曲の CD をプレゼントしてくれます。

本当に目と耳に美しい贈り物です。 

カレンダーそのものは活用していませんが、毎月異なる、壮麗な輝か

しいオルガンの写真を眺めながら、そこから流れ出る曲だと思い、聞く

ひとときはなんと楽しいことでしょう。1 月の曲は、聖十字架教会オル

ガニスト・クリスティ－ネ・シェーツさん演奏のスウェーリンク曲＜エ

コーのような幻想曲＞です。 

私はネットで聖十字架教会の訪問をしてみまし

た。聖十字架教会はブランデンブルグ州の、ベルリン

の南東に隣接する人口 4 万弱のケーニヒス・ヴスタ

ーハウゼン市にあることがわかりました。教会のホ

ームページ https://www.evangelische-kirche-kw.de/ 

がありました。共同体としての活動が活発なだけで

なく、音楽活動も盛んなようです。美しい教会です。  

ブランデンブルグといえば、ベルリンのシンボルとされているブランデンブルグ門やバッハ

のブランデンブルグ協奏曲などで、その名を聞いたことがありますが、この地は歴史的には 12

世紀から 20 世紀まで、プロイセン王国となって、ドイツの政治的中心であったのでしょうか。

宗教改革により教会の関係は変化し、1689 年に周辺の教会が合併し、この教会がルター派の福

音主義教会の母教会となり、1697 年に新教会堂が建設されました。会堂は何度も拡張、修復さ

れましたが、現在のオルガンは 2010 年に北ドイツ・オルガンの伝統を受け継ぐものとして、制

作、設置されました。この伝統とは、教会の礼拝に捧げ、コラールなどの賛美に適したオルガン

ということです。礼拝堂の回廊の手すりにはブランデンブルクの紋章があり、1708 年にオルガ

ンを献納した記念にプロイセンの皇太子のシンボルの鷲がオルガンの天井に描かれています。 

 

Christiene Scheetz 

 シューツさんのような教会オルガニストはカン

トールと呼ばれ、教会でのあらゆる音楽を指導する

専門家です。彼女の演奏の YOUTUBE もありまし

た。スウェーリンク（1562 - 1621）はオランダのカト

リックの作曲家ですから、彼の曲を私たちは讃美歌

で歌ったことがありませんが、この曲はエコーを感

じさせ、とても柔らかい曲想だと思います。 

 
Jan Pieterszoon Sweelinck 

静かに祈る心へと導かれる気がします。この曲もオルガニストによって、また、チェンバロなど

の演奏によれば、個性的魅力や、違う雰囲気を感じられ、楽しめます。現在はネットにより、世

界が身近になったことをつくづく感じます。 

https://www.evangelische-kirche-kw.de/
https://ja.wikipedia.org/wiki/1562%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1621%E5%B9%B4

